
は じ め に

私たちは、暮らしにかかわるさまざまな課題について、人間福祉の視点から
考えることを目的として、2016年に『ケアを生きる私たち』を出版しました。
本書はその改訂版です。執筆者と内容を一部改訂しました。
タイトルにある「ケアを生きる私たち」は、本書を執筆・編集した私たちの
考え方を端的に表したものです。「序章」でも述べるように、私たちは福祉を
「人間福祉」として捉えていますが、それは、一言で言えば、「この世界で生き
るということそのものがケアの営みにほかならない」という理解なのです。た
だ単に幼少期や高齢期、あるいは病気の時などに「ケアの厄介になる」のでは
なく、私たちの暮らしは日々、無数のケアリング関係（ケアをしたり、された
りという関係）で成り立っています。まさに、私たちは「ケアを生きる」存在
なのだと思います。そんな私たちの生活の「今」を見つめ、ケアを生きる私た
ちの「未来」を展望したいと願って、本書を執筆・編集しました。本書が、読
者のみなさんにとって、新しい知の発見の一助になることができれば幸いです。
本書の出版に際してご尽力くださった大学教育出版の佐藤守さんをはじめ、
多くの方々にお礼申し上げます。

2025年2月
著者一同
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１．瀬戸内海のような人間関係

この本の執筆者たちの勤める学校は瀬戸内海に面した街にあります。鏡のよ
うになめらかな水面に大小さまざまな島々の並ぶ瀬戸内の海は、日本のエーゲ
海とも称される美しい風景で、いつまで眺めていても見飽きないほどです。
そんな瀬戸内の海を眺めていると、ふと、現代の若い人たちの人間関係のあ
り方を連想することがあります。この海に点在する島々を現代の若者の一人ひ
とりになぞらえてみると、島たちが若者の人間関係の悩みや不安を語り出すよ
うな気がするのです。若者という「島」たちは決して激しくぶつかり合ったり
することなく、かと言って、孤島のように孤立しているわけでもありません
（むしろ、孤立することは恐怖）。互いに絶妙な距離を保ちつつ瀬戸内という一
定の範囲内に行儀よく集まっているのです。「島」たちは個々独立してはいる
けれども、そのあいだは「やさしさ」という暖かな海で満たされ、滅多なこと
では波風立てることがなく、SNSという舟で繋がってはいるけれども、交通手
段は決して多くはない。そんな関係性でしょうか。
この、瀬戸内海のように穏やかな人間関係には、ある種の成熟さえ感じられ、
確かに美しいものです。しかし、まったく問題がないかと言えば、もちろん、
そういうわけではないでしょう。

1

序 章
◆

瀬戸内の海から



2

たとえば、互いに適度な距離を保つのは、プライバシーを守るためというよ
りは、互いに傷つけ合わないようにするためかもしれません。しかも、他者を
気遣う以上に、自分が傷つくことを恐れ、他者を傷つけないように用心するこ
とを通じて、結局のところ、実は自分を守っているのかもしれません。「島」
たちはとても傷つきやすいのです。そして、「島」たちの傷つきやすさは、「自
分がどう見られているか」という他者からの評価

、、、、、、、
を過剰に恐れているためでは

ないかと考えられます。穏やかな瀬戸内海からは想像もできないほど、「島」
たちは他者の眼に怯

おび

えているのです。
また、暖かな「やさしさ」が、他者から傷つけられないための自己保身だと
するならば、その「やさしさ」は自分が傷ついてでも他者に手を差し延べると
いったものではないでしょう。いじめ問題などでよく指摘されることですが、
適度な距離を置く「暖かなやさしさ」は、ときに「暖かな無関心」に転化して
しまう可能性があるかもしれないのです。

２.「幸福を求める旅学
たびがく

」としての人間福祉学

ところで、うえで述べたような若者の悩みや不安を学問的に取り上げるとし
たらどうなるでしょうか。もちろん、心理学や社会学のように、心理現象

、、
とし

て、あるいは社会現象
、、
として学問的にアプローチすることも可能ですが、その

内容に直接取り組もうとした場合、それは哲学や倫理学の問題だということに
なるでしょう。「自分とは何なのか」「そもそも人間とは」（哲学）とか、「友だ
ちとどのように付き合うべきか」「社会はどうあるべきか」（倫理学）といった
問題だと考えられるからです。これらは、誰もが考えた（あるいは、感じた）
ことのある問いでしょう。深く考えるかどうかはともかくとして、人は誰しも
哲学者なのです。
さらに、これらの問いを「人はどんなふうに生きれば幸せになれるのか」と
いう問いにまとめることが許されるとするならば、この問いは哲学・倫理学と
福祉学とをつなぐ接点になる問いだと言えるかもしれません。古代ギリシアの



哲学者アリストテレス（B.C.384-B.C.322）は、倫理学の追究する課題は幸福だ
と述べ、それは要するに、「よく生きる」「よく実行する」とはどういうことな
のかという問いだと述べています［アリストテレス、1971: 1095a10］。そして、
福祉学の追究する最終課題も、やはり「いかにしたら幸福な生活が実現するか」
ということでしょう。「福祉｣という言葉はそのまま「幸福」を意味する言葉で
すから、福祉学とは、すなわち「幸福学」にほかならないのです。また、福祉
を意味する英語のwelfareは、「よく」（wel-）、「旅をする」（fare）に由来しま
すが、もちろん、この場合の「旅」は人生そのものにほかなりません。つまり、
welfareという言葉も、私たちの人生を、幸福を求める旅に喩

たと

えたものなので
す。「人間福祉学」は、さしづめ、「人間の幸福を求める旅学」ということにな
るでしょうか。
しかし、アリストテレスも述べたように、幸福を求めるということに関して
は誰も異論がないにしても、「何が幸福か」「どんな生き方が幸せか」というこ
とになると、たちまち議論は紛糾してしまいます。そこで、従来の福祉学は、
幸福の尺度を異論の生じない範囲に限定していたのでした。たとえば、経済的
な貧困の改善、公衆衛生の向上、生活の利便性の向上などです。これらが改善
されるべきことに異論を持つ人は、まずいないでしょう。もちろん、福祉学が
これらの問題に取り組んできたのは、異論の生じそうな幸福問題を排除するた
めばかりではなく、少なくとも高度経済成長期（一般に、1960年代後半から
1970年代前半を指す）を迎えるまでは、これらの改善がわが国にとって最重
要課題だったからでした。しかし、その反面、福祉学は哲学や倫理学のような
価値を問う学問と、あまり接点を持つことができなかったということも事実な
のです。
ところが、現代の私たちの社会が抱える問題は、以前とは大きく変化しまし
た。子どもや老人に対する虐待、犯罪の低年齢化、性の商品化、中高年の自殺
など、難問が山積しているのが現状です。これらの問題は富の増大や利便性の
向上だけでは解決することのできない面が多く、これらを考えるためには、ど
うしても多元的なアプローチが不可欠になってくるのです。さらに言うならば、
現代的問題を前提にするまでもなく、人間は、本来、多元的な欲求を持つ存在
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